
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 ことぶき長寿記念事業 担当課 福祉課

細分化した事業名 敬老祝金支給事業、百歳祝金支給事業、金婚夫婦記念事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 誰もが安心して暮らせるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 地域の絆を深める福祉社会の実現

施策 高齢者福祉の充実

関連する個別計画等 根拠条例等
韮崎市 100歳祝金支給条例
韮崎市敬老祝金支給条例

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

・高齢者に対し、敬老祝金を支給することにより、長寿を祝福し老人の福祉と敬老精神の高揚を図ることを目
的とする。

・結婚して 50年の長きにわたり、円満な家庭生活を営まれ金婚式を迎えられた夫婦をお祝いする。

事業の手段 

敬老：77歳 5,000円  88歳 10,000円
   民生委員が各家庭に訪問し支給する。

百歳：10万円
金婚：記念品の贈呈等

事業の対象

敬老：基準日を 9月 15日とし、市内に 6カ月以上住所を有する満 77歳・88歳の高齢者
百歳：市内に引き続き 10年以上居住し、100歳誕生日を迎えた者
金婚：結婚 50周年を迎えた夫婦

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 3,563 3,780 4,008
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 3,563 3,780 4,008

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.1 0.1 0.１

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 649 679 671

D 総事業費(A+C) (千円) 4,212 4,459 4,679

主な事業費用の

説明 
祝金、金婚式での記念品代等 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
77歳支給者
88歳支給者

277人

153人

307人

143人

315人

154人

２
100歳支給者  4 人 6人 7人

３
金婚式参加申込者数  15組 14組 13組

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１

長寿者に対し敬愛の意を表し、祝金を支給することは、高齢者にとって励みとなる。

また、民生委員が訪問し祝金を支給することにより、各地区における高齢者の生活状況の把握にも
つながっている。

２
100歳を迎えた方々に、敬老祝金を支給することにより、長寿を祝福し、老人の福祉と敬老精神の
高揚がはかれているため妥当である。

３
金婚式参加者は、家族で祝ってもらうからなどの理由から、年々減少傾向にある。
現状に合っていないことから、見直しの必要性がある。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１

支給対象者への配付率 配付者数/対象者
77歳
88歳

100％

277/277

153/153

100％

307/307

143/143

100％

315/315

154/154

２
金婚式参加率 参加組数/申込組数 40.％

6/15

50％

7/14

62％

8/13

３

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
民生委員により全ての対象者に祝金を渡すことが出来ている。
また、高齢者が増加する中にあっても、祝金を民生委員から支給することにより人的コストに
関しては抑えられている。

２
申込はあっても、年齢とともに参加が不可能な夫婦も増えてきているため、見直しの必要性が
ある。

３

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） □ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

■ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
・高齢化社会にあって、社会情勢や財政状況を踏まえながら改正の方向性や制度の在り方を検討していく。
・平成 28年度
金婚夫婦を祝う会については、申込も減少していることや参加も少ないことから、平成 27年度で事業を終了
とした。

過去
の 
改善
経過

敬老祝金：23年度の事業見直しにより現行どおり。
（ただし、経過措置として 23年度のみ 78歳から 80歳に 5,000円支給）

     【22年度まで 80歳～87歳：3千円、88歳以上：5千円】
百歳祝金：23年度の事業見直しにより現行どおり。

【18年度まで祝金 100万円、19年度から 22年度まで祝金 30万円（翌年以降 10万円）】

課長所見 高齢化により見直しを検討する必要があると考える。


